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・ アレクサンドル・パノフ（元駐日大使、モスクワ国立国際関係大学教授）「序章、第 1章、第 2
章」担当。
・コンスタンチン・サルキソフ（元法政大学客員教授）「第 1章、第 3章」担当。
・ドミトリー・ストレリツォフ（モスクワ国立国際関係大学教授）「第 4章」担当。
・セルゲイ・チュグロフ（モスクワ国立国際関係大学教授）「第 5章」担当。
過去の研究会：
・2013年 3月 4日（法政大学）
・2013年 10月 30日（むすびわざ館）
・2014年 11月 5日（東京・アルカディア市ヶ谷）
・2015年 5月 30日（モスクワ国立国際関係大学）
　全ロシア語論文の和訳は、山脇大氏（京都大学大学院　経済学研究科　経済学専攻　博士後期課程
2年）に依頼し、その訳稿をプロジェクトメンバーが分担して補正した。本紀要に掲載したものは、
このようにして成ったロシア側メンバーの提出論文である。
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